















　This paper examines the present situation in which the concept of a “male problem” (a 
problem arising because a person is a male) is not commonly recognized. We consider the 
problem of “maleness,” which is the object of “men’s studies and studies on men,” from the 
viewpoint of the obviousness of masculinity, the invisibility of the male problem, and the 
diﬃ  culty of setting this as a problem. Furthermore, we highlight the participation of males 
in the labor market, housework, and childcare, and verify the current suppressed situation 
of males and the possibilities for overcoming this. Ultimately, we explore the signiﬁ cance of 
“men’s studies and studies on men” to solve today’s gender problem.
キーワード：男性学、男性研究、ジェンダー、男性性、男性の労働






































THE BULLETIN OF JISSEN WOMEN'S JUNIOR COLLEGE VOL.39（2018）
－ 53 －
性が疑われないカテゴリーの一つ」である性別の不可視性を顕在化させるものであるという。（田






























































































































































増加している。特に国家公務員は 2012 年から増加が著しく、2014 年の 3.1％から 2015 年には
5.1％まで上がった。地方公務員は 2013 年からは国家公務員との差が広がっているが、それでも


























藤 2016：1 － 19）同調査の世帯員あたり世帯収入別「現在幸せであると回答した者の割合」では、
年収 500 万円未満では女性 27.8％、男性 22.0％で、女性は 450 ～ 600 万円未満まで、男性は 300
～ 450 万円未満まで緩やかに上がり、女性は 600 万円以上になると急激に上がり、55.9％となる。
しかし男性は 450 ～ 600 万円未満、600 万円以上とも逆に下がり、150 万円未満と同様の「幸福
度」になってしまう。また、配偶者状況別では「現在配偶者がいる」場合、女性は 36.7％、男性



















2015 年の自殺者は男性 16,681 人、女性 7,344 人、計 24,025 人 1978 年からの統計で男性のピーク
は 2003 年 24,963 人で、女性は 1998 年の 9,850 人である。女性は 1998 年から 2011 年まで横ばい
傾向であったが、2011 年から減少していて、全体に男性ほど大きな変動がない。男性は 1997 年
の 16,416 人から 1998 年には 23,013 人と急激に増加し、2009 年まで高いまま横ばいで、2009 年
以降は減少している。男女とも 1997 年から 1998 年に増加したのはバブル経済の崩壊のためであ
ろうと考えられている。年齢階級別自殺死亡率では、女性の場合年齢が高くなるほど高くなるが、
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